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　東京スカイツリータウン（東京都墨田区）で7月19

日から8月17日に開催された「大昆虫展 in スカイツリ

ータウン」に、農環研コーナーを出展しました。このコ

ーナーでは、農業環境と昆虫の関わりについて、パネ

ルと標本で解説しました。例えば、里山の昆虫として農

業が多様な昆虫を育んできたことを説明し、里山に生

息する代表的な昆虫の標本を展示しました。また、害

虫、益虫、ただの虫として、農業生態系が微妙なバラン

スで成り立っていることを解説しています。「大昆虫

展」と銘打っているだけに、派手な大型美麗昆虫が占

める会場にあって、地味な昆虫ばかりの一角でしたが、

これをきっかけにより多くの人が農業環境と昆虫につ

いて関心を持ってくれることを願うばかりです。

（農業環境インベントリーセンター　中谷 至伸）

第59回  日本土壌肥料学会賞
物質循環研究領域　加藤 英孝 上席研究員
「黒ボク土におけるイオン吸着・移動過程に関する
研究」
　火山灰が風化してできた黒ボク土の多くは、硝酸イ
オンなどの陰イオンも吸着する性質があります。吸着
は土層内でのイオンの移動を遅らせる効果がありま
す。受賞者は、黒ボク土中の各種イオンの吸着・移動
過程を解明するための新たな実験法を開発するとと
もに、移動過程をモデル化し、硝酸イオンの移動速度
に影響する要因を明らかにしました。これらの成果は
農耕地から溶脱した硝酸塩による地下水汚染を軽減
するための基礎となるものです。

第32回  日本土壌肥料学会奨励賞
物質循環研究領域　片柳 薫子 特別研究員
「観測値と数理モデルに基づく農林地生態系温室
効果ガス排出量の広域評価」
　畑地および水田は温室効果ガスの排出源ですが、
その排出は様々な要因によって複雑に変動するため、
精度よく広い範囲の排出量を見積もることは困難です。
受賞者は、排出量予測精度を向上するための観測・デ
ータベース解析・排出量予測モデルの開発をおこな
い、排出量予測精度の向上を実現しました。

第59回  日本土壌肥料学会賞
生物多様性研究領域　平舘 俊太郎 上席研究員
「核磁気共鳴法を利用した土壌中における元素動態
の解明」
　土壌に含まれる元素は、土壌の母材、自然の風化過
程、人為的管理などの影響を受けて、さまざまな化学
形態で存在しています。この化学形態を明らかにする
ことで、土壌が生成するプロセス、人為的インパクトの
程度、農業への適否などを見積もることができます。
受賞者は、主に核磁気共鳴装置を用いて、土壌中の
炭素、ケイ素、アルミニウム、リンなどの化学形態を明
らかにする研究に取り組み、多くの成果をあげました。

第32回  日本土壌肥料学会奨励賞
農業環境インベントリーセンター　高田 裕介 主任研究員
「広域的なデジタル土壌情報の整備とその利活用法
に関する研究」
　受賞者は、日本およびカザフスタン共和国において、
広域的なデジタル土壌情報の整備手法を確立し、国
および州レベルでの農地土壌中の土壌有機炭素収支
の評価を行いました。また、研究過程で得られた土壌
情報について、ウェブ上でだれでも簡単に閲覧できる
ようにした「土壌情報閲覧システム」を開発しました。

大昆虫展 in スカイツリータウン に農環研コーナーを出展

　（独）農業環境技

術研究所では、小中

学生の夏休みに合

わせて毎年、「つくば

ちびっ子博士」のプ

ログラムを実施して

います。今年も、7月

22日（火曜日）と23

日（水曜日）に「昆虫採集教室」を、7月26日（土曜日）

に「のうかんけん夏休み公開」（詳細報告は下記）を実

施しました。

　昆虫採集教室（小学校3年生以上、事前予約制、定員

40名）では、参加者3～4人ごとに昆虫の研究者がついて

昆虫採集を行い、その後、室内で昆虫標本を作りました。

　「つくばちびっ子博士」は、子どもたちが、科学のおも

しろさを体験することによって科学・技術に関心を持

つよう、つくば市などの主催により毎年実施されていま

す。全国の小学生・中学生が対象で、「パスポート」を持

ってつくば市内の研究機関や大学で行われる展示や

イベントを見学・体験して、スタンプを集めて事務局に

提出すると、つくばちびっ子博士に認定されます。

（広報情報室）

ちびっ子博士2014 のうかんけん昆虫採集教室
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（独）農業環境技術研究所の研究職員が、2014 年度の日本土壌肥料学会賞および日本土壌肥料学会奨励賞を
受賞しました。

（左から順に）加藤 英孝上席研究員、平舘 俊太郎上席研究員、
片柳 薫子特別研究員、高田 裕介主任研究員

　小中学校の夏休み時期にあたる7月26日（土曜日）

に「のうかんけん夏休み公開」を開催しました（農研機

構夏休み公開と同時開催）。

　この催しは、子どもたちに科学に目を向けてもらい、

農業と環境のかかわりに関心をもってもらうことを目

的に昨年度から始めたもので、研究所構内に里山を

再現した「ミニ農村」と農業環境インベントリー展示館

を含む4つの会場に15の企画を用意しました。当日は

35℃を超える猛暑日となりましたが、小学生とその保

護者を中心に、昨年の来場者を上回る2200人もの来

場があり、盛況のうちに終了しました。

（広報情報室）

のうかんけん夏休み公開
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